
比色カード多すぎると指示液

が見えません。

比色皿のくぼみ

【沈んだ土壌】
土壌は

変色しません
【土壌の周りの指示液】
１分程度で判定してください

比色式ｐＨ検定器 ＤＭ－２の使い方

① スプーンを使って比色皿に土壌を少量とり

ます。土壌の量は比色皿の半分程度に抑えて

ください。多すぎると指示液の色が判定できま

せん。

また、少量のため採取した部分によって偏る可

能性があります。日当たり・水はけ・深さなど条

件の異なる数か所から採取してください。

② 土壌の上から指示液を数滴かけ、スプーンで

混ぜてください。土壌の成分と反応して指示液

の色が変化します。

③ １分以内に、指示液と比色カードの色を比

較して、ｐＨを判定してください。指示液は空気

中の物質と化学反応を起こす場合があります。

放置せずに判定してください。（ピートモス等の

溶出しにくい場合には、数分おくか、サンプルを

砕いてください。）

土壌のｐＨ測定
【Ａ型Ｈ２Ｏ（水）か、Ｂ型ＫＣＬ（塩化カリウム）か】

本製品は、土壌のみでなく様々な液体でもご利用いただくため、

通常は汎用タイプの指示Ａ液（水H2Oで浸出）をセットしておりま

すが、土壌専用の指示Ｂ液（塩化カリウム KCLで浸出）もござい

ます。

土壌の測定には両液とも使用できますが、同じ土壌でＡ液とＢ

液ではｐＨで1.0前後の違いがでます。これは、溶媒である水

（H2O）と塩化カリウム（KCl）が土壌の中の成分を浸出させる力

の違いによるもので、測定値の違いは土壌の成分状態によって

異なります。このため、Ａ液とＢ液の違いを一律に表現すること

はできません。一般的に、Ａ液・Ｂ液での違いが少ないほど、土

壌の塩類濃度（ＥＣ値）が高いと言われています。

同じ土壌での変化を判断する場合にはＡ液・Ｂ液のいずれかに

統一して、ＥＣ値の目安にする場合には両液の違いを継続して

測定してください。

ご指定のない場合にはＡ液をセットしておりますので、Ｂ液をご

希望の際にはその旨をご指定ください。

尚、Ｂ型は土壌専用のため、井戸水などの測定には使用できま

せん。

pH7.0以上 アンモニアガス（HN3）が多い

pH6.2～7.0 ガスのバランスが良い、又は発生していない。

pH5.6～6.2 亜硝酸ガス（HNO2）が多い

pH5.6以下 亜硝酸ガス障害の恐れあり

取扱い上の注意点

● 比色皿はご使用の前後に必ず水洗いし、きれいな布や紙で

ふき取り、くぼみには素手で触れないでください。計測値に影響す

るため、指示液や土壌などの測定サンプルにも、素手で触れない

ようスプーンをご使用ください。

● 指示液は、手に触れても直ちに害を及ぼすような危険性はありま

せんが、ご使用後にはよく洗い流してください。

● 指示液は、日光や熱・酸化剤による影響を受けます。ご使用

後は蓋をしっかり閉めて、冷暗所で保管し、寒暖差の多いハウス

内や直射日光のあたる場所では保管しないでください。尚、指示

Ａ液・Ｂ液ともに、可燃性のある「引火性液体」です。46℃以上で引

火する可能性があり、航空機での運搬はできません。

※ 指示液の成分：

エチレングリコール、エタノール、水酸化ナトリウム、塩化カリウム

（Ｂ液のみ）、メチルオレンジ、フェノールフタレイン、メチルレッド、

ブロモチモールブルー、水。

● 指示液は50ml入りです。１回に数滴（約1ml）のため、約50回ご

使用いただけます。

土壌以外の液体の測定 土壌と同様に比色皿にとって判定できます。

● 水道水、井戸水、灌漑用水、養魚用水、産業用水、河川など。

● ビニールハウス・施設栽培・トンネル栽培などの「露滴」

ビニールの内側についた露滴には、閉ざされた空間内のガスが溶け込んでガス障害の前兆が表れるといわれています。

ｐＨの測定でアンモニアガスと亜硝酸ガスのバランスをチェックできます。

(汎用タイプ Ａ型 ・ 土壌専用 Ｂ型)
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目指すｐＨ

5.0 に 5.5 に 6.0 に 6.5 に 7.0 に

計
測
し

た
ｐＨ

4.5を 500 750 850 1,000 1,500

5.0を 0 250 350 500 1,000

5.5を 0 150 250 750

6.0を 0 150 650

6.5を 0 500

■ 参考資料

土壌の酸度矯正に必要な炭酸カルシウム量

（広さ1㎡×深さ10cmの土壌に必要なｇ）

※ 石灰は、種類によってアルカリ分の含有率が異なります。
生石灰の場合は上記の65％(３分の２)に、消石灰は75％(４分の３)に減らしてく
ださい。また、苦土石灰など他の成分が多く含まれるものは、成分比率で増量して
ください。

※ 土質によっても施用量が変わります。
・粘土質 1.5倍に増量
・黒い粘土質 2倍に増量
・黒い火山灰 土壌 3倍に増量
・黒い腐植性火山灰土壌 4倍に増量

※ 石灰による矯正の効果は、土質・施肥や水はけにより異なります。

多すぎた場合に戻すことは困難ですので、少なめに施用し、日をおいて再度ｐＨ

を確認してから調整してください。

※ 下表は一般的な参考データです。
品種による違いの他、土質や水はけによって異なりますので、適正ｐＨには幅があ
ります。

例：pH5.5を6.5

にしたい場合に
は250gが必要


